
介紹

紹

介

河
合
秀
和
著

『
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
研
究
』

　
本
書
は
、
ま
え
が
き
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
九

世
紀
後
半
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
史
、
特
に
一
八

六
七
年
第
二
次
選
挙
法
改
革
に
始
ま
る
大
衆
民
主

主
義
の
展
開
を
対
象
と
し
て
い
る
。
筆
春
は
日
本

現
代
史
を
学
ぶ
も
の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
現
代
史

は
全
く
の
不
勉
強
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
手
に
し

た
本
書
に
強
い
印
象
を
受
け
た
の
で
、
こ
こ
に
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
帝
国
主
義
時
代
の
各
国
政
治
史
は
、
激
動
す
る

世
界
史
と
の
密
接
な
関
連
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帝
国

主
義
成
立
・
確
立
過
程
の
特
殊
性
・
普
遍
性
を
具

体
的
な
歴
史
過
程
に
即
し
て
総
合
的
に
把
握
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
本
の
研
究
の
現
状
で
は
、

経
済
史
関
係
、
特
に
各
国
の
産
業
資
本
・
金
融
資

本
成
立
史
の
研
究
が
先
行
し
て
い
て
、
こ
れ
に
比

し
独
自
の
領
域
で
あ
る
政
治
史
分
野
の
研
究
は
ま

だ
劣
勢
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
つ
・

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
近
現

代
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た
歴
史
像
と
、
帝
圏
主
義

列
強
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
を
深
め
る
う
え
で
積

極
的
な
役
割
を
果
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
史
に
つ
い
て
は
、
か
つ

て
堀
江
英
一
氏
ら
（
堀
江
英
一
編
『
イ
ギ
リ
ス
革

命
の
研
究
』
一
九
六
二
年
）
が
、
旧
講
座
派
理
論

や
大
塚
史
学
を
批
重
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
を
「

上
か
ら
の
革
命
」
と
し
て
と
ら
え
、
イ
ギ
リ
ス
資

本
主
義
、
近
代
社
会
の
形
成
過
程
を
基
準
と
し
て

貝
本
の
特
殊
性
を
定
式
化
す
る
こ
と
に
反
対
し
た

こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
る
が
、
本
書
の
著
者
の
場
合

も
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
車
懸
を
む
し
ろ
「
例

外
的
」
存
在
と
す
る
考
え
方
を
前
提
と
し
、
近
・

現
代
の
政
治
過
程
も
ま
た
「
上
か
ら
の
革
命
」
過

程
と
し
て
把
握
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
、

　
本
書
の
政
治
史
の
方
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
内

の
階
級
対
立
の
圧
力
が
国
家
構
造
の
中
に
吸
収
さ

れ
て
い
く
過
程
と
、
ま
た
そ
の
国
家
構
造
の
展
開

が
イ
ギ
リ
ス
外
交
政
策
と
ど
の
よ
う
に
連
関
し
て

い
く
の
か
に
つ
い
て
、
両
者
を
統
一
的
に
把
握
叙

述
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

著
者
の
方
法
は
、
帝
国
主
義
時
代
に
は
、
一
国
の

国
際
政
治
が
国
内
政
治
の
た
ん
な
る
外
的
条
件
に

と
ど
ま
ら
ず
、
国
内
の
政
治
・
社
会
的
条
件
に
相

互
に
関
係
し
あ
う
と
い
う
考
え
方
に
も
と
つ
く
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
本
書
の
構
成
を
紹
介
す
れ
ば
、
序
章
　
環

代
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
弓
造
、
第
一
童
・
イ
ギ
リ
ス

国
家
構
造
と
帝
国
主
義
、
第
二
章
　
イ
ギ
リ
ス
社

会
主
義
の
形
成
、
第
三
章
　
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義

小
論
、
第
四
章
　
第
一
次
世
界
大
戦
と
イ
ギ
リ
ス

国
家
構
造
、
第
五
章
　
分
界
期
イ
ギ
リ
ス
の
展
望
、

第
六
章
　
三
〇
年
代
労
働
党
の
外
交
政
策
、
終
章

　
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
章
は
、
別
箇
に
発
表
さ
れ
た
論
文
が
大
部
分

で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
著
者
の
方
法
が

一
貫
し
て
い
る
た
め
、
本
書
は
た
ん
な
る
論
文
の

寄
せ
集
め
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
九
世
紀
末
か

ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
統
一
し
た
歴
史
像
を
撮

供
し
て
い
る
。

ヒ
こ
こ
で
は
、
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
各
章

に
つ
い
て
の
説
明
を
さ
け
、
終
章
の
結
論
的
部
分
、

「
つ
ま
り
、
あ
る
段
階
に
お
け
る
急
進
主
義
は
次

の
段
階
で
は
体
制
の
安
定
勢
力
に
転
化
し
て
、
新

た
な
急
進
主
義
の
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
急
進
主
義
の
前
進
は
も
ち
ろ
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ん
そ
の
蒔
々
の
階
級
関
係
の
中
か
ら
生
れ
て
い
た

が
、
同
時
に
そ
の
前
進
の
各
段
階
に
お
い
て
国
際

政
治
上
の
要
因
が
き
わ
め
て
重
要
な
要
因
と
し
て

作
用
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
　
（
二
六
一
頁
）
と
あ
る
点
に
つ
い
て
、
序
章
、

一
章
、
二
章
を
申
心
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た

い
。

　
著
者
は
、
労
働
者
階
級
の
大
部
分
に
選
挙
権
を

与
え
た
一
八
六
七
年
の
第
二
次
選
挙
法
が
イ
ギ
リ

ス
民
主
主
義
の
転
換
点
で
あ
る
と
し
、
ま
た
そ
れ

が
自
由
主
義
的
な
ウ
イ
ッ
グ
党
に
よ
っ
て
で
は
な

．
く
、
ト
ー
リ
ー
党
降
保
守
党
内
閣
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ

内
閣
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
め
ぐ
り
、
こ

れ
ま
で
正
確
な
歴
史
評
価
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
を
あ
げ
、
敵
対
す
る
党
派
間
に
共
有
さ
れ

て
い
た
も
の
こ
そ
該
心
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、
階
級
支
配
の
実
態
を
明
確
に
認
識
し
た

支
配
階
級
は
、
む
し
ろ
六
七
年
改
革
を
選
択
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
階
級
対
立
を
逆
に
支
配
安
定
の

要
素
と
し
て
圏
家
構
造
の
中
に
組
み
こ
み
、
こ
う

し
て
社
会
的
経
済
的
要
求
を
国
家
権
力
を
か
り
て

．
実
環
し
う
る
と
い
う
観
念
を
屡
民
の
中
に
糊
入
し
、

他
方
で
「
国
民
的
利
益
」
の
確
保
と
称
し
て
、
外

に
帝
国
主
義
的
収
奪
を
仮
借
な
く
進
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
七
月
の

デ
ィ
ズ
レ
！
リ
水
晶
宮
演
説
は
、
こ
う
し
た
イ
ギ

リ
ス
の
帝
国
主
義
へ
の
方
向
転
換
の
象
徴
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
多
数
は
、

「
自
由
皿
労
働
」
主
義
の
も
と
に
第
一
次
大
戦
ま

で
、
自
由
党
の
影
響
下
に
く
み
こ
ま
れ
、
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
な
ど
、
後
に
イ
ギ

リ
ス
帝
国
主
義
の
代
褒
者
に
変
身
し
て
い
っ
た
自

由
党
急
進
派
の
指
灘
に
従
属
し
、
再
編
成
さ
れ
た

支
配
講
造
の
中
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
極
め
て
不
充
分
で
部
分
的
な
紹
介
で
あ
る

が
、
著
者
の
こ
の
よ
う
な
帝
屡
主
義
成
立
期
の
イ

ギ
リ
ス
現
代
史
の
把
握
は
ド
イ
ツ
の
H
・
ヴ
ェ
ー

ラ
ー
な
ど
に
代
表
謬
れ
る
「
社
ム
調
繭
園
珍
客
主
義
」

概
念
の
歴
指
定
の
方
法
と
共
通
性
を
有
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。

　
筆
者
に
と
っ
て
興
味
深
い
点
は
、
著
者
の
帝
国

主
義
時
代
に
お
け
る
民
主
主
義
の
把
握
に
あ
る
。

一
般
に
帝
国
主
義
の
政
治
面
に
つ
い
て
は
、
　
「
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
政
治
的
反
動
－
こ
れ
が
帝
国
主

義
の
特
性
で
あ
る
」
　
（
レ
ー
ニ
ン
『
帝
国
主
義
と

社
会
主
義
の
分
裂
』
）
と
い
う
特
徴
づ
け
が
な
さ

れ
る
が
、
著
者
は
、
「
今
日
、
民
主
主
義
の
重
要
な

制
度
的
指
標
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
実
現
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
権
力
の
作
用
を
飛
躍
的

に
拡
大
し
強
化
し
た
こ
と
は
、
帝
国
主
義
時
代
の

一
つ
の
政
治
的
特
徴
で
あ
っ
た
」
〔
河
合
秀
和
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
袋
路
主
義
の
成
立
」
　
（
岩
波
『
世
界
歴

史
』
2
2
四
八
頁
）
〕
と
別
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
本
書
で
も
国
家
基
盤
の
拡
大
と
し

て
の
民
主
的
政
治
形
態
の
実
現
を
重
視
し
、
単
純

に
帝
国
主
義
聾
あ
ら
ゆ
る
画
で
の
政
治
反
動
と
い

う
見
解
（
む
ろ
ん
そ
の
側
面
も
押
え
て
い
る
が
）

を
踏
襲
し
て
は
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
日
本
史
の
場
合
、
た
と

え
ば
一
九
二
五
年
に
成
立
す
る
護
憲
三
派
内
閣
の

評
価
の
際
に
も
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
他
に
も
興
味
深
い
点
が
多
々
あ
る
が
、
最
後
に

筆
老
の
感
じ
た
問
題
点
を
若
干
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
箸
者
の
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
内
政
・
外
交

を
連
結
す
る
国
家
構
造
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
主
と
し
て
国
民
の
政
治
的
銃
合
の
あ
り
か
た
に

重
点
が
お
か
れ
、
権
力
構
造
と
し
て
の
官
僚
制
に
、

軍
部
、
地
方
自
治
体
、
さ
ら
に
教
育
制
度
な
ど
、

総
体
と
し
て
の
国
家
構
造
の
問
題
の
分
析
が
充
分
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君臨

で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
。

　
と
く
に
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
総
司
令
官
は

依
然
女
王
に
直
属
し
て
内
閣
の
指
揮
下
に
な
く
」

（
七
〇
頁
）
と
い
う
軍
事
力
が
、
そ
の
後
の
帝
国

主
義
時
代
の
展
踊
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
再
編
成

さ
れ
る
の
か
は
興
昧
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
経
済
と
政
治
過
程
の
単
線
的
な
結
合

は
い
ま
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
一

九
世
紀
末
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
帝
圏
主

義
的
展
附
の
な
か
で
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
な
ど
シ

テ
ィ
の
金
融
資
本
家
が
国
内
政
治
、
対
外
政
策
の

面
で
果
し
た
賭
幕
的
役
割
を
も
っ
と
追
求
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
入
江

節
次
郎
氏
（
『
独
占
資
本
イ
ギ
リ
ス
人
の
道
』
）
な
ど

の
見
解
の
方
に
よ
り
魅
力
を
感
じ
る
が
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

　
以
上
、
紹
介
と
い
う
よ
り
も
乱
暴
な
引
用
に
す

ぎ
な
か
っ
た
が
、
本
書
が
イ
ギ
リ
ス
史
専
門
家
の

み
に
で
は
な
く
、
筆
者
の
よ
う
な
専
門
外
の
多
く

の
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
て
筆
を
お

く
。（

B
6
判
二
八
五
頁
　
一
九
七
鰯
年
・
刊
岩
波
書
鷹
　
　
○
○
凹
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
輝
将
・
京
都
大
学
大
学
院
学
生
）

会
　
告

○
　
佐
伯
蜜
理
事
長
の
御
退
任
に
と
も
な
い
、
五

月
十
五
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
互
選
の
結
果
、

今
津
晃
氏
が
新
理
事
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
薪
理
事
に
川
勝
義
雄
氏
、
薪
評
議
員
に
大
山
喬

平
、
応
地
利
開
、
間
野
英
二
の
王
氏
が
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
佐
伯
富
氏
は
定
年
御
退
官
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
規
約
に
よ
り
顧
問
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

○
　
編
集
委
員
は
こ
れ
ま
で
六
人
目
方
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
編
集
業
務
が
繁
忙
を
極
め

て
い
ま
す
た
め
、
新
し
く
二
人
を
増
し
、
あ
わ
せ

て
八
人
で
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
編
集
委
員
は
つ
ぎ
の
方
々
で

す
。　

　
栄
原
永
遠
男
琉
（
国
史
学
）

尼芝重大藤
川川松谷井

護
治
氏

敏
夫
氏

伸
誉
詞

　
治
氏

創
二
氏

（
国
史
学
）

（
東
洋
史
学
）

（
西
南
ア
ジ
ア
史
学
）

（
西
洋
史
学
）

（
現
代
史
学
）

　
　
高
橋
　
誠
　
氏
（
地
理
学
）

　
　
岡
内
　
三
真
氏
（
考
古
学
）

○
　
日
本
歴
史
学
協
会
の
委
員
と
し
て
、
史
学
研

究
会
か
ら
岸
俊
男
琉
と
萩
原
淳
平
氏
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
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